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VHF無線機 IC-VM4525MFT またはUHF無線機 ICRS-UM4525MFT 専⽤ケーブル
ソフトウェアについて
direwolf
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500kB 30分
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無線機を痛める恐れがあるため、
連続送信は避けるべきサイズ
導⼊の現状と今後の予定
今後の課題
• ソフトウェアの安定性の向上
• 無線機やアンテナの拡充
• VHFチャンネルの追加（⾳声とデータの周波数を分ける）
現状と今後の課題
2018/01/14-17 （JARE58）開発期間
2018/01/25 試験成功
総務省へ申請を提出（パケット通信の許可）
2019/04 （JARE60）免許申請に係るデータの測定
2019末-2020頭 （JARE61）夏観測で試験運⽤
2020末-2021頭 （JARE62）本格運⽤開始
